
　令和３年６月定例議会は、６月１日に開会し、令
和３年度一般会計補正予算など町長提出の議案等９
件を原案どおり可決し、６月15日に閉会しました。
主な町長提出議案
●人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めるこ
とについて＝人権擁護委員の永田康子氏が、令和３
年12月31日で任期満了となるため、同氏を推薦する
案を提出し、適任とされました。
●伊奈町子ども医療費支給に関する条例及び伊奈町
重度心身障害者医療費支給条例の一部を改正する条
例＝医療保険制度の適正かつ効率的な運営を図るた
めの健康保険法等の一部を改正する法律の施行によ
り、電子資格確認が導入されたため、所要の改正を
行うものです。
●工事請負契約の締結について＝伊奈町立小室小学
校南校舎トイレ等改修工事について、一般競争入札
の結果6,649万５千円でカンエツ興業株式会社と工
事請負契約を締結するものです。
●監査委員の選任について＝議会議員のうちから、
監査委員に大沢淳氏を選任する案を提出し、同意さ
れました。

月６ 定 例 議 会

1本の苗木を植えたと伺いました。苗木は根付
き毎年成長はするものの、栽培は難しく実がな
らず、実がなっても大きくならず、大きくなっ
ても糖度が出ず、またある年には病気が出たり
と大変苦労されたそうです。研究に研究を重ね
た結果、現在のように立派な巨峰になったの
は、昭和30年代後半になってからだそうです。
　植物は愛情を持って育てることが大切だとい
われていますが、いくら愛情を注いでも自然が
相手の農業は、その年の気候の変化により大き
く左右されてしまいます。農業の難しさに新た
に挑戦し、町の農業の発展に尽力された先人た
ちの苦労の集大成が、今日の伊奈町の果樹栽培
を支えていると言っても過言ではないでしょ
う。そして、そのような先人たちの意志は受け
継がれ、今も町の農家は挑戦を続けています。

　昭和18年7月15日に、小室
村と小針村が合併し誕生した
伊奈村の当時の人口は約6千
人、世帯数は約1千世帯でし

た。村の産業は農業が中心で、村民のほとんど
が農業に従事し、肥沃な土壌に米、大麦、小麦
やさつまいもなどの野菜類等を栽培・収穫して
いました。そして、日本の経済成長とともに人
口が増加し伊奈町となり、併せて農業も、果樹
類を取り入れるなど変化をしてきました。
　今日、巨峰と梨は伊奈町を代表する特産物と
なっています。梨の木が伊奈町に植えられたの
は巨峰の木より早い大正時代と言われ、近隣の
町や村にも数多く植えられました。巨峰の木は
まだ近隣の町や村にはなく、昭和30年頃にこの
伊奈町に育つかどうかわからないまま試験的に

町長コラム

こん にち

先人たちの挑戦

♥伊奈町管工事業協同組合から、50万円を町政の進展に役立てて
ほしいとご寄附がありました。有効に活用させていただきます。

ありがとう
ございました
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ながすえ こう じ

永末 厚二 議長
くりばら けい こ

栗原 惠子 副議長

新型コロナウイルス感染症に係る支援策
個人向け

事業主向け

問　保険医療課＊２１７３

給
付
国民健康保険傷病手当金
問　子育て支援課＊２１２７

給
付
子育て世帯生活支援特別給付金
（ひとり親世帯分）

生活困窮者に対し、支援制度の説明や生活保護の相談・申請を受け付けています。

問　子育て支援課＊２１２７

給
付
子育て世帯生活支援特別給付金
（ひとり親世帯以外分）

問　保険医療課＊２１７５

給
付
後期高齢者医療傷病手当金

問　福祉課＊２１２６

給
付
生理用品の無償配布

問　福祉課＊２１２６
　　アスポート相談支援センター
　　埼玉東部蕕048－720－8475

給
付
住宅確保給付金

問　保険医療課＊２１７２

免
除
、猶
予

国民年金保険料

問　福祉課＊２１２４

減
免
介護保険料

問　保険医療課＊２１７３

減
免
国民健康保険税

問　保険医療課＊２１７５

減
免
後期高齢者医療保険料

問　みんなの人権110番
　　（全国共通人権相談ダイヤル）
　　蕕0570－003－110

※予約不要、在庫がなくなり次第終了。

相
談 問　福祉課＊２１２６、

　　埼玉県東部中央福祉事務所蕕048－737－2352

相
談
生活困窮者支援の相談

問　伊奈町商工会蕕722－3751

給
付

伊奈町中小企業資金融資制度に
係る保証料等補助金

問　相談窓口蕕0120－211－240

給
付

中小法人・個人事業者のための
月次支援金

問 　（一社）伊奈町観光協会蕕724－1055

給
付

伊奈町安心宣言飲食店＋（プラス）
認証制度

問　伊奈町商工会蕕722－3751

給
付

伊奈町中小企業者「新しい生活
様式」対応補助金

問　税務課＊２１５２

申
告
延
長

法人町民税の申告期限等の延長
問　元気まちづくり課＊２２３４

貸
付

危機関連保証制度

問　元気まちづくり課＊２２３４

貸
付

セーフティネット保証制度

人権相談
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